
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■活動日：2019 年 11月 9 日（土） 10：00～15：00 
■参加者：チーム神於山  ８名  
■活動内容 
  ・今回は 

① 前回降ろしたフクロウの巣箱の点検と整備。巣箱の新しい架け方の検討。 
② 暗渠回りを中心に、刈り残した草の刈り込みと、林道及び遊歩道の整備。 
に取り組み、ほぼ完了しました。 
活動頂いた８名の皆さん、お疲れ様でした。 

・フクロウの巣箱は、一昨年掛けてそのままになっていた巣箱も降ろしたので、合計４個ありますが 
いずれもしっかりしていて、そのまま使えそうですから一安心です。 

・昼は、金井さんの奥さんの心づくしの豚汁に舌鼓を打ちました。金井さん、ご馳走様でした。 
 秋冬期の活動には、暖取りにドラム缶のたき火が欠かせませんが、その熾きを利用したバーベキュー
もマイウです。また楽しみましょう。 

■次回以降の活動 
  ・次回以降は、フクロウの巣箱へのカメラの取り付けと巣箱の架設 及び フクロウの狩場整備を兼ねた

上部植栽地の笹刈りと、植栽木の除伐や間伐がメインになります。 
  ・別途ご案内しますので、奮ってご参加ください。 
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真砂 記 

■暗渠回りを中心にした草刈りと、林道及び遊歩道の整備 暗渠回りは、一年ぶりにスッキリしました。 
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e  

after 

・暗渠回りの草は半端ではなく、3回の活

動でやっと刈り終えました。 

・特に最後に残った林道のガードレール直

下は、ハサミで刈込に入った土居さん

（写真左上の白い破線円内）の様子でも

判るように、急斜面での手刈りになり、

大変でした。 

 

・暗渠回りの草刈りを念入りに行うのは、

神於山の山頂に向かって林道を上がっ

て来た入山者が、最初に神於山シャープ

の森に出会うのが、この暗渠越しになる

からです。（写真左） 

・家に来てもらう方の為に、玄関先を綺麗

にするのと同じ思いです。 

隠れていたガードレールも暗渠も顔を出しました。 ガードレール直下の草は、半端ではありません。 

林道から暗渠越しに見える神於山シャープの森の記念樹ゾーン 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■林道 及び 遊歩道の整備 

■午前中の作業に参加頂いた 8 名の皆さん。スッキリした暗渠前で一枚。 （撮影・真砂） 

・林道のガードレール回りは、現

役会員の森さんが草を刈り、溜

まった砂をスコップでかき集

めてきれいにしました。 

（写真左） 

・林道から国見台に向かう遊歩

道入口（写真上）や、それに続

く階段（写真右）の笹も、刈払

機で刈り込みました。 

豚汁は薬味も入った本格派で、今回もマイウ！ 瞬く間に完食。 

巣箱の確認も、草刈りも、豚汁の昼食も終わり、大満足の一時です。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上 

■午後の作業も終わり、巣箱と金井さん考案の巣箱架けの仕組み用の竹を前に一枚。  

森さんと金井さんご夫婦が所用で帰宅されたので 5 名です。（撮影・真砂） 

【金井さん考案の新しい巣箱の架け方】 

・これまでは 

① 架ける木の７ｍ程度の所に滑車を固定し、 

② その滑車を使って巣箱を吊り上げ、 

③ ５ｍ程度の所に針金で直接木に固定する。 

と言う方法で架けていましたが、巣箱を垂直に近

く架けるために、木と巣箱の間に木片を挟むなど、

現場での高所の調整作業が多く、安全面で問題が

有りました。 

・今回金井さんが考案した架け方は、巣箱を木に直接

架けるのではなく、竹で支柱を作り、それを木に垂

直に固定した上で巣箱をその支柱に固定するとい

うものです。 

・支柱は現場で組み立てますが、巣箱に合わせた調整

を地上で行えますから、高所での調整作業を削減

できるという利点があります。 

・更に改善案も出そうですから、次回報告をご期待く

ださい。 
用意した支柱と桟用の竹。２台分です。 


